




ウイフトのパ トロンとしても有名なサー ･ウイリアム ･テンプルの家系を考察したものであ
る｡ここでは,同名の祖父サー ･ウイリアム ･テンプルと父親サー ･ジョン ･テンプルを取
り上げる｡本稿は,テンプルの政治思想研究に関する筆者の全体計画の一部を成すものであるO
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『アイルランドの反乱』
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の本 質 を説 い た寓 意物 語 『天路 歴 程 』 (The
Pilgrim'sProgress,PartI,1678;PartI,1684)の著
者ジョン ･バニヤン,オランダの風景画家で ドイ































































































































































































となった L27'｡蜂起が勃発 したとき,サー ･ジョン
はダブリン城すなわちダブリン政庁の兵端確保に大
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